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序

り
短
時

11
の
間
に
成
れ
る
小
冊
子
で
あ
る
か
ら
‘
繁
簡
照
は
ざ
る
も
の
あ
る
が
な
は

の
事
業
の

一
と
し
て
、
木
史
の
編
纂
炉
計
蓋
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

も
と
よ

此
等

参
集
し
て
祝
賀
の
式
を
畢
ぐ
る
と
共
に
、
記
念
講
紐
，
記
念
出
版
、
各
放
室
に
所
蔵
す
る

と
し
て
開
設
せ
ら
れ
て
よ
り
、
今
昭
和
十
年
を
以
て
創
立
弟

三

十

年

を

迎

ふ

る

を

機

と
し
、
十
一
月
二
十
三

11
．

界

部

創

立

よ

り

現

在

に

至

る

ま

で

の

掴

係

者

一

同

本

學

に

稀
観
岡
書
の
艇
観
‘
陳
列
室
の
開
放
物
故
放
官
の
追
遠
守

の
巾
を
行
ひ
‘
併
せ
て
各
科

郎

會

の

研

究

疲

表

．

卒

業

生

の

大

愁

親

會

な

ど

を

附

催

し

よ

う

と

し

て

ゐ

る
。

庁

そ

の

企

闘

す

る

と
こ
ろ
は
、
學
部
創
設
常
時
に
於
け
る
先
党
諸
學
者
の
苦
心
を
祁
ね
、
本
學
部
登
屎
の

迦
を
辿
つ
て
、
今

H
の

盛

時

の

来

る

所

以

を

明

か

に

せ

ん

と

す

る

に

あ

る

。

わ

が

京

都

帝

國

大

學

文

根

部

が

明

治

二

十

九

年

九

几

京

都

帝

國

大

根

文

科

大

學



昭

和

|

年

十

一

月

意

を

表

し

度

い

と

思

ふ

ゥ

所

期

の

文

根

部

長

授
狩
野
府
村
博
十
を
煩
は
し
本
史
ャ
ふ
帥
る
を
得
た
。

鎌

諸

教

授

笠

の

談

話

に

懺

り

編

述

し

た

も

の

で

あ

る

。

を
新
に
し
、
主
た
今
後
の
疲
展
に
箕
す
る
所
あ
る
を
得
ば
幸
で
あ
る
。

本
史
編
梨
の
事
は
、
本
學
部
國
史
研
究
室
に
お
い
て
行
ひ
牧
授
西
田
直
二
郎
、
溝
師

藤
直
幹
、
助
手
柴

111
宵
副
手
時
野
谷
勝
両
四
内
藤
FI
光
の

諸
氏
が
巾
に
あ
た
り
、
本
史
の
記

一

端

を

逹

し

た

に

遡

い

と

m心
は
れ
る
。

序

野

上

俊

夫

こ

ヽ

に

謹

ん

で

深

甚

な

る

謝

な

ほ

題

悛

は

本

界

名

愚

牧

讀

者

が

本

史

に

よ

っ

て

懐

想

の

猜
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長純下木

授数の初常設開



（錢豫It契卒年二• I•四治ll月） 生菜卒の初I杖

（親慈部柴倶＊京年J¥和昭） 生業卒の時近



（月三年十四治t1月） 講来授 数 1ヽマツラ

a 
ゞà、‘・1,.、‘’̀ ~ 

（月二年五—1四治明）昂束授敦スイセ



室瞼宜學理心

室列陳屈古 考



印

刷
ー

・

印

屈

衛

京
都
市
下
京
匝
西
洞
院
七
條
南

所

内

外

出

版

印

刷

株

式

會

祉

京
都
市
下
京
匝
北
小
路
通
新
町
西
入

者

須

磨

勘

兵

京

都

帝

國

大

學

文

學

部

昭
和
十
年
十
一
月
十
八
日
印
刷
京
都
帝
國
大
學
文
學
部

昭
和
十
年
十
一
月
廿
三
日
要
行
創
立
三
十
周
年
記
念
出
版


